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長 西 輔

　　　　　　　　　　 貰驗 第 6　 麥芽汁の 黄變と鐵及 亞鉛 イオ ンの 影響

　 著者が Debaryomyces屬菌の黄變試驗に
， 昭和 8年以 來使用 せ る 麥芽汁は 凡 て 櫻麥酒株式會瀧の

姓意 に よ り昭和 7年分讓を受 けた る罐 入乾燥麥芽 を以 っ て調製 ぱ る が該麥芽汁は本酵母菌 1こ よ る i黄

色色索の輩成 に 常に好結果 を得た る もの な 1
）． 而 し て 叉 著者 幽 が大 麥， 裸麥 ， 小 麥及 共 他 の 覈 類

に て 自製 せ る麥芽 横 色色素の 生ntt：；a良好 な る結果 を得 た る によ り
一般 に麥芽汁は 黄色色素生成

有無 の 決定に邁 す る培養液 な りと思惟 ぜ り．然 る に 中澤亮治氏 よ り （臺北 中央研究所在職 中に て 昭

和 10年頃 と記憶 す）高砂 麥酒株式會 ifrfよ り彳
‘5た る麥芽汁は D ・炉aryomyces 鵬菌黄色 色素牛成菌種 に

ょ b何等黄色色素の 生成 な し との 通 信に接した る事 あ り．叉
一方著者が偶 々 大 口木 麥酒吹 田 工 場 よ

り分讓を受 け た る 麥芽及學生 の製造 せ る 麥芽が 該酵 母菌に ょ る 黄變試驗 に 於 て黄變 イ・良の 麥芽沼
4を

得 る事 ある を認 め b．由 つ て 著者は 此 等 の 事實 をノk 中 に 含有 す る微量物質 に 關係 あ る もの な らも
・
と

思惟 し大麥の 浸漬及 び麥芽の 糖化 に夫 々 蒸餾水 及水 道水 を使 用 e る に ，蒸淵ノkは 黄 L色色素の 生成良

好な る麥芽汁 の得 らる る事を認 め り．著者 、よ此 等の事實 を究明
一1 る た め製這所を異 にす る麥芽數1，・iC

を集 め此等 の 糖化用 水が其水質 に よ り又 其 等の 麥芽汁 に 微量 」）鋤鑒汲 亞 歩1蘊 の 添加 が培 養基 の 黄變

に 如 i，： な る影簿 を及 ぽ タや に就 さ實驗 を行 〜 り．躑 ら麥芽 と し t
’
　tLt．從來｛吏月担 る櫻 （大 里 〉 以外 に

．朝 日（吹 田）， ヤ リ ン （贋 島）及 夛 ン 1・り 一 （山崎）等 よ り分譲 を受 けた る もの 並 に 自製麥芽2種 （該

薯芽は 大麥の 浸漬並 に糖 化共 に 最初 よ b水 質 を異 に して 製造 を行 へ り）を茜れ もア ル ミ 製鍋 に て 蒸

餾水 及水道水 の 二 種 に て夫 4 糖にを行ひ 6
‘
Ball の 麥芽汁を試驗 に供せ り、樹 1ま比較の た め 市販米麹

に て 同樣蒸餾 ノk及水道 水 に て夫 々 糖 化を行 へ る 6’Ba11．麹汁 を も實驗に供 し た る が表 中の Aは 水 道水

又 B は 蒸 餾水 を使用 し て 糖化 ｛2 る もの な り．　 容器 として は 300cc 三角瓶 を使用 し之 に卵自を全 く

使 用 せ ざ る 培養液 100cc を容れ殺菌後次表の 如 く2 種の 菌種を夫 々 接毬 し 9i1聞培養を行ひ黄變色

調度を比 較 Lr　b・
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表示 せ る結 果の如 く
一般 に 蒸齢 kを以 つ て調製せ る1麥芽汁 B は黄變良好に して之 に反 し水道水

に て 調製 せ る A は黄變 不良な り．蜘 こ坐撫 試驗 に M ，d る朝 日 （吹 田） の 麥芽汗 A 或 は 著者 自製の

麥芽1こて調製 腸 麥芽汗 A の 瀦 1よ共 1こ D ．。・i・ n ・・lis に よ り黄變な く D・m ・mbrana ・f・ci ・n ・ 1二

よ りて も亦 極め て 僅か に黄變 ある に 過 ぎ凱 著者自製 D 麥芽 は大麥の浸 漬當時 よ b蒸餾水及水 道水

と用 水 を夫 々 画別 し叉麥芽 の 糖化の 際 に も同樣用水 を
1
區別 せ る が麥芽汗の黄變 に顯著なる差異 を示

し水質に ょ b明か に 黄變に 差 異 を生す る事 を認 め b．該結果よ b考察 し對照試驗 に於 ける朝日 （吹

田）A の 黄變 ト良な る は浸 演IB水及糖化用水 E；歸因 す る もの の 如 し．次 に 微量の 鐵鹽 を添加 ぜ る も

の は 黄變な く之 に 反 し亜 鈴鹽添加 ま黄變良好に して橙黄 色針歌結晶 をも析出せ る もの 多し  叉 鐵鹽

及亜 鉛鹽 の 共 存は 亜 鐙 イ 5 ン に ：よ る黄變促進作用 に よ bて鐵 イ オ ン に ょ る黄變阻害作 用が抑制せ ら

る る た め凡 て 黄變 L， ら る． 此等の 結 果は實驗 第 1
，

2
，
B 及 4：に 茨 て 得 だる：結果 と全 くよ く一致 す

る事 を認め b・該實驗 は 凡 て 昭禾015年 9 月中旬 よ b　12月中旬に於 て行ひ た る もの な る が常時の水道

水 中 に は繊 イ ・］’ン の 存在顯著 な りしを以 つ て 水道水使用 の 麥芽汁が黄變不良 な りしは 用水 に歸因す

る もの と思 惟 ぜ ら る T 徇ほ比較 の た め 麹汁を調 製 し實驗 を行ひ た るが何 れ の 場合 に於 て も黄變 な く

亜 鈴鹽の添加 も何等効果 な し．而 して 麥芽汁 と麹汁 と に．於 け る酵母 の發育程度 を檢 した る に後者は

前者 よ b も遙か に 良好 な る發育 を見 た り．麹汁の黄變 な き原因 に 就 きて は 今尚ほイ明 に して 發表 す

る域 に逹せ ざれば今後の 研 究に よ b更 らに 報告 す る事 あ る べ しt

　以上の 實驗結果を綜括すれ ば次 の 如 し．

　　　・　
”

　　　　　　　　　　　綜 　　　　　括

　1． 黄色 色素 生成に 及 ぼ す微量物質添加 の影響 を改變 Hayduck 氏液を使用 し添加物質を M ！lo5

及 MIIo4 の 濃度に
一
〔72種類 1）物質 に就 き費驗 を行 ひ 亞 鉛鹽は 黄 色色素 の 生威 を促進 し之 に 反 し て

辮 は之 を阻害 し勤 ド ・ ウ 噸 は醐 の 發龍 阻止 す・　 　 　 ・

2． 改變 吻 伽 眠 液に就 き て 重 鉛 胴 ン の 黄色色素生成促進 並に 鐵 イ オ ン の黄 色色素生威阻

害 にカ1け る 兩 イ 4
．

ン の 濃度 を檢 し前者は、M ！lo5〜M ！lo3 の間が最 も良姫 に て 後者は M ！lo6 以上の

高濃度 に て 阻害作用顯著 な り。

　3 ． 亜 鉛 f オ ン の 共存 ば鐵 イ オ ン の 黄色色素 生成阻害作用 を抑制 し得 る も微量鐵 i オ ン の共存は

反 つ て 高濃度亜 鉛h ・， ン の 單存 の 場合 よ b も黄色色素生成を良貯 な らしむ。

　4．　麥芽汁 の黄 色色素 生成試驗 を行ひ改變 ．磁 シ伽 cガ 氏液 と同樣亞 鈴 イ オ ン の 存在 は色素 生成 を

促進 し之に 反 し繊 イ オ ン の 存 在は色素生成 を阻害 し麥芽及 麥芽汗の 製造 に使用す る 水 中の微量物質
F

は 黄色色素 の 生 成に 開係 を有す ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　5． 改變 ．HayducJc氏液調製 に 窒素給源 とし て添加す べ き ア ス パ ラ ギ ン に黄色色素 の生成 不良な

りし もの を使用 し之に卵白を添加 ずる に當 bその 添加方法並 に添加量に よ b靖養液の責變は卵白使

用量 の壇加 に從ひ 良好 とな る も添加 方法 に よ り差異を生す．

　　　本研 究 費用 の
一部 は 文部省科學 研 究費 に仰げ り．記 して 謝意を表す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 於 廣島工 業 專門學核醸酵工業斜釀酵微生 物 研 究室
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ア セ ト ン の 利 墨 に 關す る概究 （第 1 報）

　　　　　　 寺 本 四 郎 ， ．北 村 i耕 三

（大 阪帝 陽大學 二f二學劃醺酵 Il學激 室 ，

　ア セ ト ン ブ タ ノ ール エ 業 の 製造 目的は 時代に依 つ て 變 疆 して ゐ る．ア セ ト ン が主 た る時代 もあれ

ば ブ タ ノ ール が主 をなす時代 もある ．近 時本邦 に於 け る發逹は ブ タ ノ ール よ りの イ ノ オ ク ク ン 合成

が主口的 と考 へ られ た ．私逹は 副産物 と し て ア セ ト ン の 利用 に關す る研究 を二三行 つ tこ。 此處に其

の 結果を報告 する．ア セ トン の熱分解 に依つ て ケ テ ン を得 る事は 1907年 MilsmσreC1）に依 つ て 始め

て發見 きれた．EPち液體ア セ トン 中に 白金線 を浸 し こ れ を電機的 に加熱 して ア セ ト ン を分解し ケ テ

ン を得 る もの で あ る ． （此の 原理 は後 に ケ テ ン ラ ン プ （2，
の形に發逹 した）． 其 の 後 8chmidlin＆

Berynzann… ，
Hu ・

・d ＆ 0・chran
（i｝

， 撫 己 ＆ T・ ltyn（5）
，　 Hel・d

，　Su’
・・t ＆ Th ・師  

・
Hurd ＆ D ・ 1

（り 等は硬質ガ ラ ス 管夊 は 石英ガ ラ ス 管等の 反應管中に磁器片等の 充嗔物を填め之 に ア e ト ン 蒸氣

を通 じ 500 〜 700℃ 1；於 て ケ テ ン を得 ごゐ る ・ 又此等の 實驗者の中 rrurd＆ 1’

allyn は ガ ラ ス 管を

鐵管 に 代 へ る 時は 一度生成せ られ た る ケ テ ン は 更 に分解 して 炭素 と水 とにな る事 を報告 し， その後

Otark＆ Maring  ，
　 Riee（9） 等は 銅 が ケ

テ ン に 對 して 接觸 的な働 き を持 r：　9コ事 を　　　　　
「
　　 第 　 1　 圖

、

報告 し之に 基 い て G ．H ．　Morey （10）は 銅管

を用ひ て 實驗 をして ゐ る．

　一方 ア ・lt　 F ン の 熱分解 に 對 す る觸媒の

探究 には 一B ¢擁 ＆ KullmαnnCi1） の 報告が

あ る．

　又 ア セ ト ン の熱分解の メ ヵ ニ ズ ム に 就
Pt

い ては
qE

晦 」・hn・t・n・　＆　Euering（12）・

Rice ＆ Johnotone（13》
，　 Rice（1），　 Ricad

IlerifetdLW’）等の 報皆が ある．　 ケ テ ン は

ア e チ ル 化劑 として 張 力な もの で 私 逹は

此が利用 を研究 せ ん として 先 づ 反應管 と

して銅管を用ひ磁器片， 輕石等を充墳物

とし，
夊五 酸化ヴ ア ナ ジ ウ ム 等を解媒 と

して ，
ア eV ン の熱分解 を行 つ た・

　 貿 驗
・
之 郡 　 　 　 　 　 　 　 　

り rN 嵐 ゜凶
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